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【適正レーンコンディショングラフ】

【ミディアムコンディション】
軌道表示 TRANSFORMER™ RST™ HYPERDRIVE PEARL

10ｆ 20ｆ 30ｆ 40ｆ 50ｆ 60ｆ0

10

20

30

40

CA55度
フレアー幅 最大6 3/4・間隔1/8 最大6 3/4・間隔1/8

TRANSFORMER™ RST™ HYPERDRIVE PEARL

CA55度

AP4 1/8 AP4 1/8

MB 3 3/4 MB 3 3/4

【レイアウト例】
V-R1™ ソリッドリアクティブ
Morph-Wing™ コア
4000 Abralon®
12～16ポンド
73-75
High
インディゴ/バイオレット/スレート

2.510(15lbs)
0.051(15lbs)
0.015(15lbs)

TRANSFORMER™
トランスフォーマー™

【新：章夫の目】
ROTO GRIP最高峰HP5シリーズの初めての製品で、モーフウィングコアという変わった

コア形状のコアにグレムリンで使用したV-R1のソリッドの4000アブラロンの仕上げと

いうことで、投げた第一印象としてはやりたいことが伝わる、 操作性の高いストレスの

ないボールに感じました。手前の転がりが良い上にバックエンドが強調され、尚且つ

強烈なピンアクションを生み出し、かなり好印象を受けています。

ドリル加工によるウィングの変形で、全く異なるフレアーパターンと動きをするので、

試してみるのも良さそうです。

テスター：石原  章夫プロ　　　　テストセンター：川崎グランドボウル


